
今後５年間のさぽーとほっと基金の見直しについて

第４期基本計画に盛り込んだ「自主性・自立を促す効果的な助成」を実現するため、以下のさぽーとほっと
基金制度見直しを段階的に実施

年度 R6 R7 R8 R9 R10

（1） ・新助成メニューでの募集
・自立に向けた支援策
（団体指定助成の新たな
枠組み）

第５期計画
に向けて再
検討

（2） ・冠基金の効果的な活用に向
けた応募枠の調整

（3）
・様式の見直し
・助成事業期間の短縮
・マニュアル、FAQの整備

・プレゼン審査の多様化
・基金管理システムの改
修

・電子申請・報告（？）

（4）
・団体に対する説明会
・事業成果報告会（翌年度春
～夏頃）

（5） ・各種助成制度に関する情報
収集

・庁内の助成金情報集約
及び助成制度の合同説明
会

・企業等を含む各種助成
制度の共同説明会

見直しの方向性
(1) 団体のライフステージに応じた各助成メニューの見直し
(2) 基金残高の支消（寄付（財源）と事業助成（支出）の収支バランスの改善）
(3) 申請、審査、報告に関する負担軽減、事務効率化
(4) さぽーとほっと基金の認知度向上
(5) 公募助成からの自立に向けた非資金的支援
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実施スケジュール


